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発展する南極観測

服部仁(地質部)
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はじめに

先年映画｢南極物語｣が大ヒットした.不毛の氷

雪の申で二頭の樺太犬タロｰジロｰが奇蹟的に生き

残ったトピックスからであろう.映画のたかの主人公

は高倉健によって演じられたがそのモデルが当時

地質調査所の研究者であった菊池徹氏とは意外と知

られていたい.昭和30年代前半に起きたこの大事件あ

るいは第4次隊の福島伸隊員の遭難はその後のめざ

ましいぱかりの施設設備装備の充実により再び起

こりそうにはたい.

しかし南極の自然の厳しさは和らいだわけではた

い.このたび地質調査所から30年振りに高橋裕平氏

カミ南極地域の観測に参加することができた.これまで

の経緯などを簡単にふりかえりながら南極地域観測の

現況について紹介し若干の解説を付け加えてみよう.

探検の時代

我が国の南極観測は昭和31年11月の第一次観測隊

から始まっている.それ以前は南極探検の時期とい

えるであろう.

南極大陸への道は1772-75年のジェｰムスタッ

クによる南極大陸周航によって開かれたといわれる.

もちろんそれ以前には1730年代以降からフランス

ロシア米国英国等による南極大陸周辺の諸島沿岸

の発見･周航･探検が行われまたアザラシクジラ

等を求める狩猟船が南極大陸に関する情報をたくさんも

たらしている.

1880年(明治13年)以降には第一極年(1882年8月一

1883年9月:国際地球観測年の旧名)にドイツ隊ノルウ

ェｰ隊が周辺の諸島の観測を行い1890年代には1894-

95年ノルウェｰのクリスチンが史上初めて南極大陸に足

跡を残している.その後南極における越冬南極点

への到達の先陣争いたどは激しかった.最初南極点

にたどりついたのは1911年12月14目ノルウェｰのアム

ンゼンである.1か月遅れて1912年1月17目南極点

に達した英国のスコット隊は帰途全員死亡するという

悲運にみまわれている.

一方日本の白瀬隊は1912年(明治45年)1月18目

ロス海の南緯80,051付近に達しあたり一帯を｢大和雪

原｣一やまとゆきはら一と命名L目本領を宣言した.

更に南極点を目指Lたが目的を達せずに引き返してい

る.

南極における科学観測

南極点到着が達成されてからは探検から科学の時

代へ移ってゆく.南極観測開始前後から今日に至るま

での我が国の観測の概要は第1表のとおりである.

国際地球観測年(IGY)の昭和32年東オングル島

にr昭和基地｣が開設され予備観測及び越冬テストの

第一次越冬観測が行われた.

最初の建屋は4棟174㎡であったが今では38株

4,300㎡で当初から比べると約25倍に広がっている

<位置:南緯69,001東経39.35'標高29m>.また昭和

基地から南東に約270㎞入った内陸氷原申に雪面下に埋

没しているが｢みずほ基地｣は約500㎡の広さを持ち

内陸部観測のための前進基地とたっている<位置:南緯

70,421東経44,201標高2,230m〉.更に昭和基地から

西南西に約670㎞離れた氷原中にrあすか観測拠点｣約

400㎡が設けられセｰル回ソダｰネ山地における研究

の重要な拠点とたっている<位置:南緯71.31'東経24.08'

標高g30皿>.

第一次越冬隊を昭和基地に残して帰路についたr宗

谷｣は氷海に閉じ込められソ連のオビ号の援助で氷

海から脱出できたりあるいは翌年度第二次観測隊員

をのせた｢宗谷｣は米国のバｰトンアイランド号の先導

で昭穐基地に向け進入するものの悪天候のため第一次

越冬隊員を収容するのが精一杯で第二次越冬観測を断

念せざるを得なかった.こうした苦難の初期体験はそ

の後の発展への欠きた礎石として活かされることとな

る.｢宗谷｣はやがて観測船｢ぶじ｣及び｢しらせ｣

に引き継がれ昭和60年12月にはオｰストラリアrネラ

･ダン号｣を救援するたど南極地域における我カミ国の

輸送支援及び観測体制が飛躍的に充実したことを物語っ

ている<第1図>.
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策1表南極地域における日本の地質学研究者など

昭和(年)�観測隊(次)�記事��日本の観測��

���越冬隊�夏隊�共同研究外国基地�その他

��日本学術会議が政府に､我が国の南極観測参加を要望<9月〉南極地域観淑1｣統合推進本部の設置を閣議決定く11月4日〉����

��観測船｢示谷｣改造工事元成<10月〉第1次観測隊出発<11月8日〉����

��東オングル島に｢昭和基地｣開設〈1月29日〉越冬観測開始<2月〉�立見辰雄菊池徹�立石哲夫��国際地球観測年IGY記念切手(32.7.1〕

��第2次観測隊越冬観測断念<2月〉����

��第3次観測隊昭和基地でタロ･シロの生存確認<1月〉南極条約､ワシントンで署名〈12月1日〉����

��第4次越冬隊福島伸隊員遭難〈10月〉�木崎甲子郎�立見辰雄��白瀬中尉南極探検50年､記念切手(35.ユエ.29

��南極条約発効<6月23日〉����

��昭和基地閉鎖<2月〉南極観測打ち切り〈4月17日〉����

�����木崎甲子郎�ソ連基地誌距昭和一基地視察

��新観測船｢ぶじ｣完成<7月〉第7次観測隊出発〈11月〉����南極地域観測再閉記念切手(皇O.11,20j

���前小屋端�西山幸��

�����木崎甲子郎�オｰストラリア基地越冬

��第9次越冬隊11名南極点到達<12月19日〉�矢内桂三���

��第10次越冬隊､やまと山脈付近で大量の噴石発見�吉田勝安藤久男���

��｢みずほ観測拠点｣設置<7月〉����

30一31一32一33一34一35一36一37山38一39一40一41一42一43一44一45一46一47一48一49一50一51一52一53一54一55一56一57一58一59一60一61一62一63������南極条約10周年記念切手(46,6.23〕

�1234567891011121314ユ5ユ617181920212223242526272829��石川輝海�小島尚三��

��国立極地研究所創設<東京､板橋､9月〉�白石和行��倉沢一大野正一�米基地

���矢内桂三��西山幸�米基地

���松本惟夫���

������国際磁気圏観測計画IMS参加

����鈴木盛久�矢内桂三�ニュｰジｰブンド堪地米娃地

����仲井豊加納隆吉倉繍…�矢内桂三�米基地

��地学､気水圏観測重点3か年計画(POLEX)開始<ユ月〉�欠内村…三､西田民雄､小脇秀康���

���白石和行�木崎『,子郎浅見正雄�吉田勝�米基地

���佐々木清隆�広井美邦��

��｢東クイｰンモｰドブンド地域地学計画｣開始<1月〉南極資源特別会議第1回会議<6月〉新㈱則船｢しらせ｣完成〈11月〉�勝島尚美�松枝大治本吉洋一��

����松原総本吉洋一･��南極鰍貝11船｢しらせ｣就航､記念切手(58.ll.14

����白石和行��

��｢あすか翻則拠点｣設置<1月〉��白石和行ノj･嶋智��

����小島秀康石塚英男�新井田清信�米基地

��あすか観測拠点越冬開始<2月〉��高橋裕平､小山内康人､先出徹��

���矢内桂三�浅見正雄牧本博��

IGY､記念切手(3271〕

50年記念切手(35ユエ291

就航､1｡己念切手(5811141

1987年9月号�
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第1図

主な砕氷船の比較

観測事業の実施体制

近年南極地域の観測事業の実施体制は<第2図〉1)

に示すとおり大規模に発展しており年間予算規模もこ

の30年に約22倍を超えている<第2表>2).現在国と

しての事業の基本方針を決定する機関として文部省に

｢南極地域観測統合推進本部(南極本部)｣が設置されて

おり文部省学術国際局カミその事務局にたり国際共同

研究も含めて関係省庁等の協力のもとに南極地域の観測

を進めている.

国立極地研究所は国立大学共同利用機関として

昭和48年9月29目に設置され極地に関する科学の総合

研究及び極地観測を行うことを目的とし主要事業とし

て①共同利用②大学院教育協力及び⑧南極観測事

業を行っている.特に学術研究を目的とする南極地

域の観測について計画をたて観測事業実施の中核機関

として国立大学及び他省庁の研究機関の協力を得て

極地における総合的学術研究を推進Lている.南極へ

の輸送は昭和58年から観測船rしらせ｣により行われ

その運航は防衛庁が担当している.

南極地域の観測は定常観測研究観測及び国際共

同観測として行われている.

定常観測:この名称は南極観測が再開された第7次から

使われている.

①学術研究上欠かせたい基礎的た資料を得るための観測

②長期問にわたって実施する観測

⑧国際的た観測網の一部にたっている観測や報告の基準

国際的に定められている観測でその内容と主た実施

機関は次のとおりである.

日本学術会議

勧杵要望■

南極地域観測

統合推進本部

(南極本部〕

本部

委員

南極研究連絡委員会

(SCAR国内委〕

学術

国際局

総理府防衛庁(輸送支援〕

科学技術庁

環境庁

外務省

南極条約協議会議

専門家会議

吏部省

国際学術連絡会議

南極研究科学委員会{ICSU)

(SCAR〕

大蔵省

しらせ

国立極地研究所

文部省

国立大学

厚生省

農林水産省

通商産業省

運輸省

郵政省

食概庁

水産庁

､I二葉技術院

海上保安庁

気象庁

電波研究所

建設省国土地理院

麟制隊員

く南極〉

附属観掴1腕設

(搬滅〕

{海洋物理･化学〕

(気象〕

(電離層〕

{{則地･重力〕

学識経験者

商極地域観測隊

第2図

日本の南極観測の

実施体制
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海洋物理観測海洋化学観測

運輸省海上保安庁水路部

測地(基準点観測)重力観測

建設省国土地理院

気象観測(地上ゾンデ高層)

運輸省気象庁

電離層観測郵政省電波研究所

海洋生物観測文部省国立極地研究所

地球物理観測･

(極光地磁気自然地震)

第2表南極地域観測事業等の推移(夏…夏隊･冬…冬隊)

次隊年度予算額

研究観測:部門別に宙空系雪氷･地学系気水圏

生物･医学系に分けられている.主た研究課題は次の

とおり.

○昭和基地周辺からセｰル厚ソダｰネ山地までの地質

地形雪氷などの総合的た地学調査

○南極沿岸生態系及び浮氷域における生物生産の基礎

調査

○東クイｰンモｰランド地域雪氷･地学研究計画

○昭和基地における二酸化炭素濃度の連続測定

○観測隊員の寒冷地への適応についての研究

国際共同観測:南極条約に基づく交換科学者を外国基地

へ派遣したり外国人科学者の受け入れを行ってい

るほか次の研究プロジェクトが実施済みあるいは

実施申である.

○ドライバレｰ掘削計画(DyDP)

目･米･ニュｰジｰランド三国共同

○南極横断山脈西側の裸氷地帯での限石探査

����

日･米共同

○活火山エレバス山の地球物理･火山地質学的研究

目･ニュｰジｰランド･米共同

隊員
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各種の委員会

国立極地研究所ではこれらの観測事業の実施に関

する専門的事項について協力を得るため次の7専門委

員会を設げている.

①宙空専門委員会

②気水圏専門委員会

⑧地学専門委員会

④生物･医学専門委員会

⑤定常観測専門委員会

⑥国際共同観測専門委員会

⑦設営専門委員会

1987隼9月号

(注､予算額=予備費使用を含む補正後､ただし61年度は当初予算額.

地質学的研究分野の観測計画は⑧地学専門委員会

において審議される.地質調査所はこの地学専門委

員会に委員としてこれまでに井上英二島崎吉彦

倉沢一佐藤博之を参加させているが現在は服部

仁及び滝沢文教をその任に当たらせている.

この地学専門委員会には(i)西南極外国共同観測及

び(ii庸大洋地学調査作業委員会<地質調査所海洋地質都

有田正史氏が委員>の二つの分科会が設げられている.

一方日本地質学会には南極地質委員会が設けら

れ地質調査計画派遣隊員の推薦長期研究許画研

究の進め方たどを討議している.委員は地質学関

連学会地区代表等からたる計15名で構成され委員長

は松本径夫山口大学教授幹事は国立極地研究所の矢内�
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桂三助教授と白石和行助教授である.地質調

査所から服部仁が委員として参加している.

南極地域の区分

南極地域は南極点を中心とする地域を指

すがその境界は種六のものが考えられてい

る.広義の南極は南極大陸及びその隣接諸島

南極海とその中に散在する海洋島を含むものと

され狭義の南極は南極大陸及び隣接諸島であ

る.

南極大陸は約1,310万㎞2の広さ<日本の

約36倍〉でそのうち約2老以下が露岩地域と

推定されている.南極大陸のうち回ス海の

西縁ビクトリアランドからウェッデル海の東縁

に至るほぼ東経の範囲が東南極あるいは大南

極と呼ばれている.東南極一ひがしなんきょく

一は南極地域の約2/3を占め先カンブリア時

代の片麻岩結晶片岩花脂岩類からできてい

る.日本の昭和基地みずほ基地及びあすか

観測拠点はこの東南極のたかに含まれている.

他方パｰマｰ半島からロス海東岸に至る

地域は西南極あるいは小南極と呼ばれてい

る.西南極一にしなんきょく一は新しい造山

帯の一部をだしエレバス火山を抱く南極半島を

含み南米先端のパタゴニアに対面する地域で

ある.

地質学的研究

地学研究グルｰプでは南極大陸の地殻構

造やその形成･変動また南極氷床の形成が

地殻や地形に及ぼす影響更にゴンドワナ大

第3表国立極地研究所保管南極明石一覧(国立極地研究所

����

���石鉄�コン�〕ニコ�炭素���

1三員石名�発見年月�償鉄��ドラ�ンド�質�*�計�発見

���陽石�イド�ライ�噴石���隊次

�����ト����

やまと一69�1969.12�一�u�7�1�1�■�9�1O次

やまと一73�1973.12�■�■�11�1�一�■�12�14次

やまと一74�1974.11-12�一�2�630�28�3�■�663�15次

やまと一75�1975-76�2�1�290�12�3�一�308�16次

パルダｰ山�1976.12�■�…�2�一�■�■�2�

アランヒルズｰ76�1977.1�1�■�7�1�■�一�9�

アランヒルズｰ77�1977-78�6�1�234�4�3�■�248�日

���������本

パガトリｰピｰク�1978,1�1�一�1�】�■�'�1�

���������ア

デリックピｰタｰ78�1978-79�5�凹�一�■�一�■�5�メ

���������リ

メテオライトビルズｰ78�1978-79�■�■�28�■�】�■�28�力

���������共

へ一ツヌナタｰクｰ78�ユ978-79�■�■�5�一�■�一�5�同

アランヒルズｰ78�1978-79�2�一�173�8�1�■�184�

ラックリングヒｰタｰ78�1978-79�■�凹�5�一�一�■�5�

やまと一79�1979-80�7�1�3484�69�22�一�3583�20次

ベルジカｰフ9�1979.12�一�■�4�凹�1�■�5�20･21次

やまと一79�1980.1�■�□�74�10�9�'�93�20次

やまと一80�1980-81�■�1�n�1�■�…�13�21次

やまと一81�1981-82�一�■�123�2�7�1�133�22次

やまと一82�1982-83�■�'�179�21�10�1�211�23次

やまと一83�1983.12�■�■�42�■�■�■�42�24次

やまと一84�1984-85�■�1�53�1�3�1�59�25次

やまと一86�1986-87������(800�800�27次

(セｰルロンダLネ)�1987������3�3�27次

総計��24�6�5309�158�60�806�6421�

*二･未区分

陸の復元と南極プレｰトの動きたどを明らかにするため

地学の諸分野の方々の協力によって調査と研究を進めて

いる1

これまで南極の地質学的研究のため研究観測に参

加された地質家は約30名である.既に昭和基地付

近の露岩地では26葉の詳細た地質図が印刷発行されて

おり高度変成岩及び深成岩についてたくさんの研究成

果<南極資料,Memoirs,Meteorite,JAREDataRePort,

AntarcticGeo1ogica1MapSeriesなど>が公表されてい

る.

現在東クイｰンモｰランド地域の雪氷･地学研究

計画の一環としてあすか観測斑点からセｰルロソダｰ

ネ山地の地学調査研究を行っている<本誌高橋裕平氏の

記事を参照>.また東南極と西南極とめ境界部付近

のマクマｰド地域において活火山エレバス山の火山の

構造や火山活動の特徴を明らかにLてきている.更に

西南極において新生代の地形と地質に関する研究(CI

ROS)が進められ南極大陸周辺海域の南大洋の地学総

合調査が計画されている.

やまと隈石

たくさんの研究成果のうち特記すべき貢献は限石

の発見である.第10次越冬隊員であった吉田勝(当

時北海道大学大学院生現大阪市立大学助教授)氏が最初

の発見者でやまと山脈麓の氷床裸氷原上で9個の石質

地質ニュｰス397号�
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策4表

南極条約加盟国(1986･4･1現在)

第5表南極条約の条文構成内容

㌻

ll■∵∴三1∵

里

(注)

は領土権主張国.

明石を採集した(昭和44年).それまでは南極大陸で

4個の明石が発見採集されていたに過ぎたい.昭和48

年国立極地研究所が設立されてから蹟石の組織的研究

が始められた.以降第14次第15次第16次第17

次における大量発見につながった.更に第20次の重

点計画において約3,600個が収集されるに至り合計

6,400個を越す世界最大の明石コｰレクションとたった.

現在宇宙及び地球の起源あるいは新しい物質鉱物だ

との研究に国の内外から高い関心が寄昔られている

<第3表>｡1)

地学関連諸会合

前文

第1条

第2条

第3条

第4条

第5条

第6条

第7条

第8条

第9条

第10条

第11条

第12条

第13条

第14条

条約締結国名と協定の趣旨.

南極地域の軍事利用の禁止.

科学調査の自由と協力の継続.

科学活動の情報交換と科学者交流.

領土権主張の凍結.

核爆発･放射性廃棄物処分の禁止.

条約の適用地域(南緯60度以南).

監視員の派遣と受入れ.

監視貝等に対する裁判権.

協議会議と協議国.

国連憲章と義務.

紛争解決のための協議.

条約の修正･改正.

条約の批准と加盟手続.

条約の正文(英,仏,露,スペイン).

○南極地学シンポジウム

☆国際南極地学シンポジウム(Intemationa1Symp｡一

�畭潮���瑩��������

☆南極研究科学委員会(SCAR)

☆南極限石シンポジウム(SymposiumonAntarct1c

���楴��

☆南極限石国際ワｰクショップ(Intemationa1Wo.k

獨潰潮���瑩捍整�物�猩

☆国際ゴンドワナシンポジウム(Intemationa1Gond-

睡����極洩

黄海洋底掘削計画南大洋パネル会合(ODP-SOP)

○南極鉱物資源特別委員会

☆南極鉱物資源特別協議会

☆南極条約協議会

○南極における諸試料の年代と年代決定法の諸問題に

関する研究小集会

念IGCPプ回ジェクト236｢ゴンドワナ大陸地域にお

ける先カンブリア時代の事象｣一Precambrian

��瑳楮�敇潮�慮�牡杭�瑳

一☆印は国際的一

1987年9月号

南極条約

昭和36年(1961)6月23目発効した南極条約は30

年後の昭和66年(1991)に改定期を迎える.条約成立

の時点における原署名国は12か国であったがその後

6か国加わって協議国は18か国にたった.そのほかオ

ブザｰバｰとして14か国が加わり現在の条約加盟国は

32か国に達している<第4表>.2)

南極条約は

①南極地域の平和的利用

②国際協力に基づく自由な科学調査

⑧領土権主張の凍結

を三本柱としておりその条約の条文の構成内容は第5

表のようにたっている.

Lかし南極大陸及び周辺で観測研究を行っている

国加盟国で領土権を主張する国あるいは観測研究は

しないが条約には加盟したい国カミ増えたり家族を観測

地に入植させる国もあり南極を取り巻く国際社会環境

は理想像からかけ離れてきている.これはひとえに

豊富た鉄鉱床金属鉱床石油天然ガス等の資源問題

を内に秘めていると考えられているからである.

このような国際庸勢を背景に無制隈の資源探査や

乱開発を防ぎ資源調査の基準作りのため南極資源条

約が具体的に検討されている.

南極関連の日本の切手

昭和32年以来5種類の切手が発行されている<第

1表>.ここでは珍しい消印付きの年賀切手を加え

て発行順にこれら五つの記念切手を紹介しよう.�
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服部仁

()内は発行日.<>内は消印目.

☆日本南極観測隊上陸記念<昭和32年1月30日>

オングル島基地の越冬用建造物入口に設営された

｢宗谷｣郵便局の昭和基地分局において特別に消印

された.この切手は南極観測船｢宗谷｣が昭和

31年11月8目東京港晴海桟橋を出航した後の12月20

目発行された年賀切手で図柄が南極と関係の深い

鯨であった.郵政省の特別の計らいにより切手

はケｰプタウンまで空輸されそこでr宗谷｣に積

み込まれ南極へ向かった.上陸直後開局され

たばかりの分局で超特殊な初目カバｰ(FirstDay

Cover)として消印が押された.

①第三次南極地域観測記念<昭和34年1月30日>

使用切手は国際地球観測年のために(昭和32年7月1

日)発行されたものでその時昭和基地では第1

次観測隊が越冬中.第2次観測隊は天候不良のた

め越冬を断念.第3次観測隊によって再開された

昭和基地において特別に消印されたものである.

②白瀬中尉南極探検50年記念(昭和35年11月29日)

第6次観測隊によって<昭和37年1月30日>消印され

た.

⑧南極地域観測再開記念(昭和40年11月20日)

④南極条約10周年記念(昭和46年6月23日)

切手発行の直後の午前8-12時のわずかな時間内に機

械によって消印されたいわゆる黒はと印入り及び

朱印による記念の初目消印.

⑤南極観測船rしらせ｣就航記念(昭和58年11月14日)

第25次越冬隊員白石和行助教授から提供されたも

の.この消印は昭和59年元且にしらせ船内郵便

局で押された.

おわりに

とてつもたく広く厚い氷原とその下に横たわる南極

大陸は誰もが一度は訪れてみたい別天地であり地学

研究者たらずとも多彩な夢をいだかせるであろう.

地球誕生の謎を解くことのできるゴンドワナ大陸･

先カンブリア時代の基盤岩や南極半島地域に代表され

地質ニュｰス397号�
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るようだ新しい造山帯の地質更に太陽系の成因解明

への糸口とたる膨大な量のやまと明石一･･

しかし南極条約改定を間近かにひかえた近年世

界各地で日本で南極資源の話題が次第に浮上してき

ている.地質及び地下資源を含めた地球科学研究に携

わるものとしても科学調査によって鉱物資源の可能性

について多方面からの知見をまとめ将来人類共通の

財産にたるよう心したげれぼならたいと思う.
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